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令和 5 年 2 月 2４日 
御前崎こども園 

令和 4 年度 園評価報告書 
 

 過日、今年度の園運営や教育保育における評価を頂きました。大変貴重なご意見もたくさんいただきまし

た。頂いた評価についてご報告させていただきます。また、次年度への改善策を検討していきたいと思ってい

ます。 
 
（御前崎市全園共有評価事項） 
１、お子さんは園に通うことを楽しみにしていますか。  

非常にそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない 

48.4% 48.4% 3.2% 0% 
  多くのご家庭で、園生活を楽しんでいるという評価をいただけた。数名では 

あるが、楽しさを感じていないのでは…？保護者の意見を見ると、園の生活に 
対して具体的な指摘はなく、『帰ってきても話をしたがらない』『朝の登園を 
渋ることが楽しくないのでは・・』といった保護者の思いであった。子ども 
からの発信だけで評価をしている様子が見られる。子どもとのかかわり方 
（対話）の保護者支援を考えていきたい。 
 

 ２、お子さんは家庭や園で明るい挨拶をしていますか。（幼児部のみ対象） 
非常にそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない 

27.1% 58.6% 14.3% 0% 
  園生活ではあいさつができるが、保護者と一緒だとできない現状がある。 

親から率先して声を出すことが少ないと感じる。親が『おはよって言わなきゃ』 
という声掛けはするが、親自身が手本となることが少ない。 
また、園でのあいさつも呪文のように繰り返し、場に合ったあいさつはなかなか 
身に付きにくいと感じている。 
 

 ３、お子さんは毎日朝食を食べていますか。 
非常にそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない 

88.2% 11.8% 0% 0% 
  全員がほぼ朝食を摂って来ていることは安心した。内容については孤食で 

あったり、お菓子にちかい物だったりする様子も見られている。 
基本的生活習慣については丁寧に取り組めるよう、伝えていきたい。 

 
４、お子さんは早寝の習慣がついていますか。 

非常にそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない 

14% 63.4% 18.3% 4.3% 
 就労している家庭が多く、大人の生活スタイルに合わせざるを得ない家庭が多く 
なっていると思われる。それと同時に、低年齢化しているネット依存も影響し、 
就寝時間が遅くなっている。家庭での生活スタイルはなかなか変えられるもの 
ではない。園生活においての活動量や、午睡時間等を検討していくようにしたい。 
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５、子育てを楽しいと感じていますか。 
非常にそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない 

30.1% 65.5% 4.3% 0% 
 少数ではあるが、子育てに苦しさを感じていることが感じられる。療育が必要な 
ことへの不安や困り感、また親が自分のための時間を確保したいがためのストレス 
（年齢が小さいため、何もかも手をかけないとできない）などがある。園がどこ 
まで、子育ての援助をしたらよいのか。サービスと、親育ての難しさを感じる。 

 
６．現在お子さんの発達に不安を感じていますか。 

全く感じない あまり感じない 少し感じている 非常に感じている 

30.1% 51.6% 16.1% 2.2% 
「非常に感じている」「少し感じている」と答えた方 園の支援体制の満足度 

満足している まあ満足 やや不満 不満 

47.1% 52.9% 0% 0% 
 発達への不安については、保護者の受け止め方に大きな差があることを感じる。 
 近年発達に対する療育が多くなっているのが現状である。心配し考えてくれる 
保護者はサポートできるのだが、受け入れられない保護者への対応に苦慮する。 
低年齢からの丁寧なサポートで子どもの発達がより向上することを、伝えていけ 
るよう、関係機関との連携を強化していきたい。 
 
（園独自の評価事項） 
子どものことについて 
・自分でできることはやろうとしているか 88% 
・友達がいるか 99% 
保護者の高評価の裏付けとなったものが、園だよりやクラスだより、保護者面談などであった。紙媒体で配

布した具体的な場面を捉え伝えることで子どもの様子が理解できた。お便りの配信だけではなかなか理解が

できない。園での姿の配信が映像であることがなお伝わりやすく受け入れやすいとのご意見も多く聞かれた。 
ICT 化の導入の検討、研修の必要性を感じる。 
子ども達の生活習慣の自立に向けては家庭任せではなかなか身につかない。個人差が大きいので個々の自立

に向けて、丁寧なかかわりを繰り返し行うようにしていく。 
子ども達の友達関係については地域性もあり、ママ友の関係が盛んであることも親の安心感となり、友達関

係も深まっているのだと思う。 
 
こども園について 
・こども園の雰囲気は明るく活気があるか 100% 
・子どもを大切にする姿勢で教育しているか 98% 
・園の教育方針は伝えられているか 97% 
・保護者の相談に応じているか 99% 
今年度一年間の成果が感じられ、うれしく思う。今年度の重点目標を可視化することで、保護者への理解も

十分に得ることが出来たと思う。子ども達と同様、職員自身の自己肯定感を高めることもできたと思う。成

果を引き続き継続していくために、どのように取り組んでいくか、来年度に向けて検討中である。『子どもは

先生が大好き、こども園が大好き』『職員は毎日が楽しい』そんな組織でありたいと思う。 
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